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緒 言

1869年,核 蛋 白がNucleinと い う名称で,

初めてMiescherに よつて単離 され, 1891年

にKosselが は じめて蛋 白を含まない核 酸 の

みの加水分解 に成功 し,酵 母核酸 と胸腺核酸

に分け られることを発表 して以来,こ の方面

に於け る研究の発達は将に濶 目すべ きものが

ある.爾 来,細 菌学,免 疫学,遺 伝学,悪 性

腫瘍,ヴ ィール スの研究及び組織化学的研究

に於て,核 酸のしめる位置が非常 に重要な も

のであ ることが漸次明 らかになつた.

さて,組 織 化学 的 には, 1929年Feulgenに

よつ てDNA証 明 法 が 発 見 され,次 い で

Stowellに よつて測定法に よ り定 量 化された

が,こ の反応 の機構には色 々の角度か ら検証

されるにつれて,こ れがDNAの 特性的な反

応でない とす る論議が行われてきた.浜 崎氏

はこれ に就 いて, Feulgen反 応は 確にDNA

の特殊反応であ ることは認め るけれ ども,組

織内にある少量 の遊離DNAな い しdepoly

merized DNA殊 にその分解産 物 は 塩 酸に よ

る水解操作の時に融けて反応に与 りえないか

ら,呈 色を起す主体は理化学的に抵抗の強 い

核蛋白又は高度に重合 されたDNAで あ り.

 Feulgen反 応陽性 の時にはDNAの 確証 とな

るが,陰 性の場合には其の存在を否定 し得な

いと云つている.而 して浜崎氏は石炭酸 フク

シンヨー ド法 とい う独特な染色法を考案 し.

その反応機構を研究 して,こ の染色法で検出

され る物質 を ケ トエ ノール 物質 とよび,原 形

質 内 に もこの物質 が み られ,こ の物質 は オ リ

ゴデ ゾキ シ リボチ ド以 下 の低 分 子のDNAで

あ る とい つ てい る.さ て,天 野,古 賀(1940),

 Caspersson (1941)は 紫 外 線 顕 微 鏡 に よ り波

長2600A° 線 を吸收 す る細 胞質 内 物質 は,凡

て 好塩 基性 がつ よい こ とを知 つた.そ して こ

れがFeulgen反 応陰 性 で あ る こ とか らRNA

で あ ろ うとした. Brachet (1945)は 初 め て塩

基 性色 素 とRibonucleaseを 使 用 して ウニ及び

ニワ トリ卵 に於 け るRNAの 分布 を考 察 した .

 Ribonucleaseで 切 片を処 理 す る と, RNAの 存

在 に基 く細 胞 質 及び核 仁 の塩 基 好性 は消失 し,

染 色質 に だ け こ の 性 質 が 残 つ た.し か も

Brachetは この時Pyronin-Methylgreen染 色 に

よつ てDNAは 緑 にRNAは 赤 く染 ま るこ と

を認 め, Ribonucleaseに よつて 染 色 質 の緑 の

染 りが,一 層純 粋に な る ことを見 てRNAは

細胞 質,核 仁 のほ かに染 色質 に も少 しは あ る

のでは ないか と考 え た. Caspersson等 は 紫 外

線 吸收 を手掛 りとして細 胞 質 にRNAの 多 い

細胞 では 一般 に核 仁が大 き くなつ て,こ こに

RNAが 可成 り沢山 含 まれ て い る.す なわ ち

植 物 の根端 細 胞,つ ま り根 の 中で細胞 が旺 ん

に 分裂 し増殖 す る所 では細 胞 質 のRNAの 量

は 極 めて 多 い こ とを示 し,癌 細 胞 も同様 な性

質 を持 つ て い るこ とを示 した.又RNAが 細

胞 質 に 多 くて核 仁 も大 きな細胞 の グル ープ,

す なわ ち,そ れ 自身 は 増殖 しないが,旺 んに

蛋 白質 を 分泌 す る唾 腺 の漿 液 腺,膵 臟 の外 分
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泌 腺,胃 腸 の粘膜,卵 白腺 な どは, RNAの

多い細胞 質 を もつ こ とが 明 ら か に され た.

 Davidson, Waymouth (1944)等 は 肝 臟 細 胞

も同様 の性質 を もつ こ とを 明 らか に した.又

柴 谷, Pollister, Leuchtenberger, Kurnick等

もPyronin-Methylgrcen(P-M. G.と 略記 す)二

重 染 色法 をDNAとRNAと の染 め分 け に用

いた が,柴 谷 等 はM. G.は 塩 基 性 色 素 の う

ちで も会 合度 の高 いDNAと だ け沈澱 をお こ

して,会 合 度 の低 いDNAやRNAで は 沈

澱 しな い.そ こ で これ に 赤 い 塩 基 色 素 の

Pyroninを 重 ね て 使 う と, RNA及 び 会 合 度

の低 いDNAは 赤 く染 め出 され る と云 つ て い

る. Di Stefano (1948)はP-M. G.染 色 の結

果 か らす るRNA, DNAの 見 積 りが 化 学 的

な定量 の結果 と大 体 一致 す る とい う事 実 を発

表 した.そ こで 私はP-M. G.二 重 染 色 及 び

Feulgen反 応 に よつ て 甲状 腺 組織 に於 け る核

酸 の消長 と甲状 腺 機 能 との間 に何等 か の関 係

が あ りは せぬ か と思 い この実 験 を行 つ たわ け

であ る.

實 驗 方 法

100g前 後 の雄 性 白 鼠 を 用 い, Methiocil,

 Guanidin等 の 甲状 腺腫原 物 質 の 投与 及び 甲状

腺製 剤(Thyradin,帝 国 臟 器 製),牛 の 脳 下

垂 体前葉 エ キ ス注 射等 の前処 置 を最 短3日 か

ら最長7週 迄 行 い,甲 状 腺 組織 を剔 出 した.

(1) RNA検 出 法 と して は,無 水 硫 酸 銅 ア

ル コ ー ル に8時 間 固 定 し,パ ラ フ ィ ン 包 埋,

 6μ で 切 り, 0.4% Pyronin-0.5% Methygreen

混 合 液 に よつ て20分 間 染 色 し, Acetonで 脱

色 分 別 した.

(2) DNA検 出法 としてはFeulgen反 応を

用いた.す なわち昇汞氷醋酸液に24時 間固定

後,パ ラフィン包埋, 4μ で切 つ た.加 水分

解は60℃ に加温 した一規定塩酸に3分 間浸

し,水 洗後 フクシン亜硫酸水で一時間染色す

る.

第1章　 白鼠甲状腺に於けるRNA

第1節　 正常 白鼠に於け るRNA

(写真No. 1参 照)

正常 白鼠 に於 けるPyronin可 染物質は胞体

及び核小体にあ り,胞 体内には0.5μ 大 の美

しいPyronin顆 粒(P顆 粒 と略記す)が 瀰漫

性に緻 密に充満 してい る.而 して核 より濾胞

内腔側の部 に上 皮の遊離縁に直角に微細 な顆

粒が比較的濃 くそ まつている.然 しコロイ ド

充満 し,上 皮細胞が偏平化せ るものにあつて

は, P顆 粒はぎつ しりと充満 して著明に濃染

してみえる.核 小体は薄桃色に明 るく見える

核及び コロイ ドはM. G.に よつて青緑に濃染

している.

第2節　 Methiocil投 与例

(1) 微量2週 投与群(4例)

周辺 の部に於ては,コ ロイ ドが充満 した大

きな濾胞が一 列に並んでい る.中 心部に於て

は多数の小 さい濾胞がつ まつた ように並んで

いる.上 皮細胞の胞体は腫大 し,粗 大 なるP

顆粒は不規則 な大小種々の塊状を呈 し, P可

染性は稍々衰 えている.核 小体は腫大 し薄桃

色に明瞭に見える.

(2) 微量7週 投与 群(5例,写 真No. 2参

照)

濾胞の大 きさは大小種 々あ り,形 は不正形

の ものが多 く皺襞 形成をみ る.コ ロイ ドは著

明に減少 し, M. G.の 可染性は 甚し く衰えて

いる.上 皮細胞は何れ も円柱状 となつて腫大

しているが,そ の胞 体内には核 よ り濾胞内腔

側にむかい上 皮の遊離縁 と直角に粉末状微細

顆 粒が,ぎ つ しりとつ まつて恰 も刷毛様にな

り,極 めて濃染してみえる.核 は細胞の基定

部に近 く配列 し一般 にM. G.に 淡染 している

核小体はや 大ゝ き く明 る く桃 色に 見え る.

以上 に より明 らかにP顆 粒の増量が認められ

る.

(3) 中等量2週 投与群(4例)

周辺部で もコロイ ドに充ちた濾胞が少 くな

つてい る.コ ロイ ドはM. G.に 淡染 している.

胞体はや ゝ腿色 した粗大なP顆 粒が粗に分布
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し,不 規則 な塊 状又 は滴 状 に なつ てい る.核

は腫大 し, M. G.に や ゝ淡 染 して い る.核 小

体はや ゝ大 き く明 る く見 え る.

(4) 中等量5週 投与群(4例)

極めて小 さな濾 胞で占め られてい る.コ ロ

イドは周辺部 の濾 胞に僅 かに存す るのみであ

り,極 めて淡染す る.胞 体には腿色 した粗大

顆粒が大小種々不規則な塊状又は滴状 となつ

て分布 している.所 に よつては原形質内に空

泡状 となつてP顆 粒 の存在 しない部 分が あ

る.核 は腫大 し, M. G.可 染性 は 甚 しく衰え

ている.核 小体は大 きくな り明 るく見え る.

小 括

上記の如 く,中 等量投与群に於 ては,何 れ

もRNAの 減量を思わ しめ る所見を呈 してい

るが,微 量投与群殊に長期投与群 に於 ては,

明 らかに増量を思わ しめ る所見であつた.

第3節　 Sulfaguanidin投 与 例(3例)

0.3%　 Sulfaguanidinを5週 間投与 した(写

真No. 3参 照).周 辺 部 に於 ては,コ ロイ ド

のつまつた大型の濾胞が並 んでい るが,他 の

部に於ては,内 腔の狭 くなつた小型,中 型の

濾胞で充たされてい る.上 皮細胞は周辺 のも

のに於ては偏平で原形質 のP顆 粒はギツシ リ

つまつて濃染す るが,核 も圧平 されてM. G.

に濃染する.中 心部 の上皮細胞は非常に高 く

円柱状に肥大 し,そ の原形質 には核 より濾胞

内腔側にむかい縱に刷毛様に綺 麗に濃染す る

微細なP顆 粒があ る.す なわちP顆 粒の可染

性は甚だ良好であ る.核 は胞 体基定部 に近 く

位置し, M. G.に 濃染す る.核 小体は腫大 し

て明るく大 きく薄桃色 にみえる.

以上 の所見 は, Methiocil微 量 長 期 投 与 時

の変化に甚 だ よ く似 て い る.要 す るにSulfa

guanidinはThiouracilと 同 じ くRNAの 増

量を認 め たわけ で あ る. Thioureaが1942年

Kennedy等 に よつ て 甲状 腺 腫 原 物 質 と して

研究され るよ り前 に, Mac Kenzie及 びMac

 Collum (1941)等 は 白鼠 にSulfaguanidinを

投与すれ ば短期間 に 甲状 腺 の著 明 な腫大 と増

殖をお こす こ とを発 見 した. Artwood (1943)

等 はThiourea及 びSulfaguanidinは 甲 状 腺

ホル モ ンの合 成 を阻 止す る仙 が あ る こ とを 見

出 した.而 して私 の実 験 に於 ては,彼 等 と同

じ く甲状 腺 の腫大 と増 殖 を示 し,同 時 にP好

性顆 粒 す なわ ちRNAの 増 量 を認 め た.

第4節　 脳 下垂体前葉 エキス注射(4例)

向甲状腺ホルモン又は脳 下垂体前葉 エキ ス

の注射によ り実験的バセ ドウ氏病がお こると

い う事は, Seyle等 諸家の 認 めている所であ

るが,私 は牛の脳下垂体前葉 の粗製エキスを

作 り,白 鼠体重10grに 対 し1mgの 割 りに3

週間注射 した.

組織的所見,周 辺には コロイ ドを充たす濾

胞が並んでいるが,中 心部 には コロイ ドが少

く多数の空泡をみ る小 さな濾胞が集つている

コロイ ドはM. G.に や ゝ淡染 してみえる.上

皮細胞は軽度に円柱状に腫大 し,そ の胞体内

には, P顆 粒が大小不正形の塊状ないし滴状

となつて核 のまわ り及び核 よ り内腔 側の部に

密集 している.核 は腫大 してM. G.に 淡染 し

胞体のP顆 粒に蔽 われて見えに くい.核 小体

はや ゝ腫大 し淡 桃色に見える.以 上 の所見に

よ り胞 体の増殖 と胞体内P顆 粒 の増加は明瞭

である.私 は脳下垂体前葉エキスの注射が,

甲状腺機能を亢進せ しめる事をP好 性顆 粒の

増加に よつて裏付けたわけである.

第2章　 臨 床 的 研 究

バセ ドウ氏病,結 節性 甲状腺腫,慢 性甲状

腺 炎等 の患者の甲状腺を切除 した后, 2時 間

以内に無水硫酸銅アル コールに固定 し(24時

間),同 様 にP-M. G.二 重染色をほ どこした.

(症 例1)桑 木 某,バ セ ドウ氏 病.

入 院 時BMRは83%,術 前BMRは24%,

 Methiocil 12.8g使 用后Lugol氏 液 を併 用 し

た.

組織的所見,(写 真No. 4参 照)第1編 に

於て既述せ るごとく濾胞 は大小 の差が甚 しい.

上 皮細胞は著 しく増殖 して円柱状になつた も

のが多い.乳 嘴状増殖,皺 襞形成が極めて著

明であ る.コ ロイ ドを缺如 した もの もあ り,

一般に コロイ ドは少い
.さ て増殖 した上 皮細
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胞の胞体は写 真No. 4の 如 く円柱状に高 くな

り,核 よ り濾胞内腔側に向い上 皮の遊離縁 と

直角に微細なP顆 粒がぎつ しりとつ まつて,

恰 も刷毛様になつて濃染す る.乳 嘴状増殖 の

部にあつては,特 にP顆 粒が密に分布 してい

る.上 皮の増殖の著 し くない濾胞 にあつては,

コロイ ドを多量 に容れ,上 皮細胞 の扁平化 と

共 にP顆 粒が密に集合す ることになるか ら濃

染 して見 え る.腫 大 した核は胞体 の基底部 に

近 く位置 し, M. G.に 淡染 してみえる.核 仁

も腫大 し,薄 桃色に明 るく見 え る.コ ロイ ド

は一般 にM. G.に 淡染 してい る.

(症 例2)岡 本 某,バ セ ドウ氏病

入院 時BMR 48%,術 前BMR 35%, Me

thiocil 5.1gにLugol氏 液 を併 用す.

組織的所見,濾 胞は中型,小 型のものが多

い.胞 体のP顆 粒はぎつ し りと胞体全体につ

まつた よ うに分布 し,上 皮細胞は概 して骰子

状の ものが多い.核 より遊離縁にむかい刷毛

様 のP顆 粒濃染部あ り,コ ロイ ドは周辺に於

てはM. G.に 濃染 し,中 心部 では これ より淡

く染つている.核 は腫大 してM. G.に 淡染

す る.核 小体は明 る く腫大 して見 え る.

(症 例3)中 島某,結 節性 甲状腺腫

組織的所見,ど の濾胞 もM. G.に 濃染 した

コロイ ドで充た されてい る.上 皮細胞は偏平

化 してい る.そ のために胞 体内P顆 粒は密に

ぎつ しりとつ まつて著 しく濃染 して見 える.

核 は横に紡錘形 となつて, M. G.に 濃染 して

い る.核 小体は見 られない.

(症 例4)高 松某,慢 性 甲状腺 炎

組織的所見(写 真No. 5参 照)間 質 結締織

は非常に よく発達 してい るが,実 質組織は甚

だ少い.リ ンパ球 の浸潤があ る.非 常に小 さ

な濾胞が散在性 に 分布 し,内 にM. G.に 濃

染す る コロイ ドを容れて いる.上 皮細胞 の胞

体内P顆 粒は呈色度甚だ衰え,非 常 に淡い微

細な顆粒であ る.骰 子形の胞体内に瀰漫性に

一様に分布 してい る.核 は胞体に較べて腫大

していて, M. G.に 非常に淡染せ られ核 膜を

除いては殆んど呈色 していないようであ る.

之 れに反 し核小体は腫大 してPyroninに 良 く

呈色 し明瞭に認め られ る.

小 括

バセ ドウ氏病2例 は程度の差 こそあれ,何

れ も上皮の増殖 と同時に胞体内及び核小体に

於 け るP顆 粒が著 し く増量 しているものであ

り,上 皮細胞 の蛋 白合成が旺盛な ことを示し

ている.コ ロイ ドは比較的M. G.に 淡 く染 り

上皮細胞の活動性が旺盛な ことを示 している

これに反 し,症 例3の ごとく結節性甲状腺腫

に於 ては胞体内P顆 粒は扁平化のために密集.

し濃染 してみえ る.核 小体は 殆んど認 められ

ない程萎縮 している.コ ロイ ドはM. G.に 濃

染 して濾胞 内に充満 してい る.即 ち症例3に

於て は,何 れ の 所 見 も上 皮 の非 活 動性 と

RNAの 減少 とを思 わ しめ るものである:次

に症例4の 甲状腺 炎に於ては,上 皮細胞は腫

大 しP顆 粒は 呈色度極 めて弱 く,コ ロイ ドは

寧 ろM. G.に 濃染 してい る.こ の例は症例3

に較べ ると,更 に非活動性 の上皮細胞である

と解せ られ る.

今,こ れ らP顆 粒 の分布 状態 を 分 り易 くス

ケ ツチ す れ ば, No. 6, No. 7, No. 8の 如 く

な る. No. 6は 正常 の 甲状 腺濾胞上 皮細胞 で

あ り, No. 7はMethiocil,投 与 或は バセ ドウ

氏病 に於 て上 皮 の著 しい増殖 の部 に 見 られ る

像 で,核 よ り濾胞 内腔側 に 向 い刷 毛様 にP顆

粒が 密集 し濃 染 してい る.核 小体 は大 き く明

る く見 え る. No. 8は 慢 性 甲状腺 炎 の時 に見

られ る像 でP顆 粒 は著 し く淡 染 して い る.

No. 6
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No. 7

No. 8

第3章　 白鼠甲状腺組織のDNA

第1節　 正常白鼠 に於け るDNA

(写 真No. 9)

核に大体不正円形の ものが多い.核 膜は割

合に厚 く明瞭に呈色 してい る.大 きな核に於

ては,ク ロマチンは比較的少 く,小 さい核ほ

どクロマチンが多 く濃 くそ まつてい る.す な

わち核はその大小に よ りFeulgen氏 反応陽性

物質に非常 な差異がある.核 液,核 小体は呈

色しない.コ ロイ ドも陰性 である.

第2節　 Methiocil投 与例 のDNA

(写 真No. 10)

弱拡大 でみ るに,一 見 しでどの濾胞

に於 いて も呈色度が弱 いことが分 る.

核は著明に腫大 し核膜は薄 くなつて緊

張 している.核 膜の呈色度は弱い.核

質は著明に少 くな り透明の部分が多 く

なつてい る.す なわちMethiocil投 与

例 ではDNAが 明 らかに少 い.

第3節　 甲状腺剤投与例

一般に核は小 さ く萎縮 して扁平化 し

濃染 してい る.萎 縮のために容積を減

じクロマチンが密に集合す ることにな

るか ら濃 染 す るのであつて, DNAの

増量 とは 云えない.む しろ減少 してい

る もの と思 われ る.

第4章　 DNAの 臨床的研究

(1) 桑 木某,バ セ ドウ氏病

(写 真No. 11)

核は一般に大 きいが,乳 嘴状

増殖の部では特 に腫大が著 しい.

核膜は緊張はつ よいが,薄 く淡

く染つている.ク ロマチンは甚

だ少 く非常 に淡 く呈色せ られ,

 DNAの 著明な 減少を認 めた.

す なわち上皮の増殖旺盛な る細

胞に於 て, DNAの 減少 を認め

た,

(2) 高松某,慢 性甲状腺炎

核は著 し く腫大 してい るが,

核 膜は甚だ菲薄で淡 い.ク ロマチ ンは極めて

微細 であ るが 甚 だ少い. DNAの 著 しい減少

を見たわけである.

小 括

以上 に より甲状腺に於 ける高分子DNAは

バセ ドウ氏病,慢 性甲状腺炎, Methiocil投 与,

 Thyradin投 与に於 い て,何 れ も減少 した.

こゝに於 て興味あ ることは増殖の強 い上皮細

胞 に於 いて,却 つてDNAの 減少を見た こと

で ある.す なわちDNAは 上 皮細胞の機能 が

亢進 していると思われ る場合に も減少 し,機

能が低下していると思われ る場合に も減少 し,
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その機能 と平行的に増減す るものではない と

云 うことである.

第5章　 總 括

実 験 的に はMethiocilの 微 量長 期 投 与群,

 0.3% Sulfaguanidin投 与群 及び 脳 下 垂 体前

葉 エ キ スの 注射 群に於 い てP顆 粒(RNA)の

増 加 を認 め た.臨 床 的 には バ セ ドウ氏病 に於

い てRNAの 増量 を認 め るが,結 節性 甲状 腺

腫,慢 性 甲状 腺 炎に於 ては 明 らか に減少 して

い た.

DNAはMethiocil及 びThyradin投 与 群

或 は バ セ ドウ氏病,慢 性 甲状 腺 炎に於 て何 れ

も減少 し て い る こ と を 認 め た.す な わ ち

Methiocil投 与 群 及 びバ セ ドウ氏病 に於 て は

RNAは 増量 す るが, DNAは 減 少 した.一

方慢 性 甲状 腺 炎 に於 い ては, RNA, DNA,は

共 に 減少 して い る.

第6章　 考 按 及 び 結 論

核酸が蛋 白質合成に重要 なものであ るとい

う仮説は一般 に認め られているが,そ のメカ

ニズムにつ いて は未 だ定 説 がない. 1941年

Caspersson及 びBrachetは 殆 ん ど同時に細胞

が蛋 白質 の合成を行 う時には,細 胞質に必ず

RNAが 沢山あ ることか ら核 酸 が蛋白質 の生

理学的合成に対 して何等かの本質的な意味 を

もつ ものだ と主張 し,細 胞質 にRNAの 多い

細胞は,

(1) 急激に増殖 しつつある細胞(癌,胚,

造血臟器),

(2) 蛋 白質 を分泌す る細胞(膵,唾 腺,肝)

(3) 細 胞 の中に蛋 白質 を蓄 積 しつ ゝあ る細

胞(卵 細 胞)な ど,ど れ を見 て も蛋 白質 の合

成 に 関 係 を もつ て い る と した. Chantrenne

 (1944)は 核 酸 は蛋 白質 合 成 に あ たつ てそ の

生成 す る蛋 白質 を沈 澱 させ るの で,単 純 な化

学 平 衡 の考 えか ら,そ れは蛋 白質 合成 反 応 を

お こ し易 くして い る と仮 定 した. Spiegelnian,

 Muller及 びVanderlyn等 は グ リコゲ ーン合成

に於 け るブ ドウ糖-1-燐 酸 の役割,或 は 呼 吸酵

素に於 け る ヌ ク レオ チ ツ ドの重 要 さか ら して

核酸は蛋 白質合成に於て,そ のエネルギーの

供給源 となると主張 した.

(1) RNAに つ いて

1946年Dempsey等 は甲状腺機能 と核 酸 と

の関 係 につ い て 発 表 して い る.す なわ ち

eosin methylen blueで 染色 した ところ,白 鼠

の濾胞上皮細胞の原形質及び コロイ ドは好塩

基性を示 した.そ してそれは 結 晶性Ribonu

cleaseで 処置す るときは好塩 基性を失 うこと

か らRNAで あ ることを確 め た.周 辺 に位

置す る濾胞 の コロイ ドは非常に濃 く染 り,中

心部 の コロイ ドは弱 く呈色 し, 24±2℃ の室

温で飼養 された非活動性の甲状腺にあつては

対照動物の甲状腺に於け るよりは塩 基好性が

つ よ く,逆 に1±1℃ で3日 間飼養 されて活

動性 となつた甲状腺の コロイ ドは著明に好塩

基性 を失 うといつている.又 上皮細胞の原形

質に も好塩基性が い くらか弱 くな るが,こ れ

は恐 らく細胞の増殖によつて胞体の容積が増

加 し,好 塩 基物質が稀薄 となつたためであろ

うと解 釈し,彼 等は主 としで コロイ ドの好塩

基性 の強弱に よつて甲状腺の活動性,非 活動

性を説明 し,上 皮細胞 の好塩基性物質につい

ては殆んど述 べていない.

私の実験成 績 によれば, M. G.に 染 まるコ

ロイ ドはDempseyと 同じ く非 活動性濾 胞 に

於ては濃染 し,活 動性濾胞に於 いては淡染す

ることが認められた.次 に上皮細胞 について

は成程Dempseyの 言 う如 く上皮の増 殖につ

れて胞体が容積を まし,可 染物質が薄められ

た状態 にな るこ とは認めるが,バ セ ドウ氏病

及びMethiocil投 与時の如 く増殖せ る活 動性

上皮細胞に於 いては,増 殖の著 しい上皮ほど

P顆 粒が多数 にあらわれ,呈 色度が強 くなつ

てい る.又 逆 に慢性 甲状腺炎の如 く非活動性

上皮のP顆 粒は非常に微細ではあるが,著 し

く疎 に分布 し呈色度 も極めて弱 くなつていて,

明 白にRNAの 減少を示している. Caspersson

などの研究 によれば細胞 の核は蛋 白質合成上

第一義的な意義を有す るもので,異 染小体や,

核仁などが細胞質 中にRNAを 生ずることか

ら細胞蛋白の構成 を支配 していると指摘 して



バ セ ドウ氏病 の 甲状 腺腫 に 及ぼすThiouracilの 作 用 に就 て　 679

いるが,私 の成績 に於 いても増殖せ る上皮細

胞は何れ も核 仁が明 る く大 き くP顆 粒を正常

よりは豊富に貯えてい る.即 ち原形質P好 性

物質は,核 仁P好 性物質 と平行的 に増 してい

た.次 に上皮細胞のRNAの 増量が上 皮細胞

の甲状腺ホル モンの産生 と如何な る関係にあ

るかを考察 してみたい.

先づ臨床的には,バ セ ドウ氏病の如 く増殖

せる上皮細胞にあつては,そ のRNAの 増量

とホル モン生成 とは平行的関係にあるが,慢

性甲状腺炎の如 く其の上皮の機能 が減退すれ

ば, RNAが 減少を示 してい る.

一方実験 的には, Methiocil, Sulfaguanidin

を投与 し上 皮 の増 殖 を み た もの に於 いて

RNAの 増量を 認めるが,こ れ らは何れ も甲

状腺腫原物質 であつて甲状腺ホルモ ンの生成

を抑制す る物質 であ り,甲 状腺機能 の低下時

にもRNAの 増量がみ られたわけである.従

つて実験的にはRNAは 増殖 しつ ゝある上皮

細胞自体の蛋 白合成 には結びつ いているが,

直接甲状腺 ホルモ ンの産生には関係 していな

いように思われる.

(2) DNAに つ い て

Dempsey等 は コロイ ドにFeulgen反 応 陽 性

物質 をみたが,私 は 呈色 す る反応 陽性 物質 を

見なかつ た.バ セ ドウ 氏 病, Methiocil投 与

白鼠 の如 く,増 殖 の著 しい上 皮 のDNAは 明

らかに減少を示 して居 り,中 心部 の上 皮は末

梢 の上皮 よ りはDNAが 少 い傾向にあ る.す

なわち高分子DNAは 上 皮の増殖につれて減

少 している.

(3) RNAとDNAと の関係

さて,増 殖せ る上 皮細胞に於 て, RNAが

増量 し,高 分子DNAが 減少す るとい うこと

は如何な る意味 をもつ ものであろ うか.細 胞

が機能 を営む際に核 と原形質 との間に物質交

換が行われて細胞の酸化,同 化及び これ らの

調節が行われ るもの と考え られてい る. Weel

はアヲサ ギの膵腺細胞では.分 泌期にFeulgen

氏反応陽性顆粒が核か ら原形質 へ出 るのを認

めて居 り,浜 崎氏はケ トエ ノール顆粒の研究

に際 し,家 兎の胃壁細胞,甲 状腺上 皮細胞,

松果腺細胞等に於 いて核 内顆 粒が原形質に移

行す ることを証明 してい るが,私 の場合は,

 Feulgen氏 反応 陽性 物 質(高 分子DNA)が

その増殖 につれて原形質 内に移行 して減少す

るのに対 し, RNAは 原形 質 内蛋 白合成 の増

進 と共に増量 した もの と思われ る.

擱筆するに当 リ,終 始御懇篤な御指導 と御校閲 を

賜つた恩師津田教授に対 し深甚なる謝意を表 し,種

々御教示 を辱 うしに病理学浜崎教授 に対 し厚 く感謝

する.

(本稿 は昭和26年4月 第24回 日本内分泌学会総

会 に於いて発表せられた.)
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附 圖 説 明

No. 1　 正 常 白鼠RNA.胞 体 及び核小体 に美 しいPyronin顆 粒 が 充満 してい る.(1,000倍)

No. 2　 メチ オジ ール投 与RNA.上 皮 の胞体 内 には核 よ り濾胞 内腔側 にむかい上 皮 の遊離 縁 と直角 に粉

末 状微細 顆粒 が刷 毛様 にぎつ し りとつ まつてい る.(1,000倍)

No. 3　 ス ル フアグア ニジン投 与RNA. No. 2よ りは更 に強 く腫大 した上 皮のRNAは 著 明 に増 してい る.

(1,000倍)

No. 4　 桑 木某,バ セ ドウ氏 病RNA.核 よ り濾胞 内腔側 に向い微細 なP顆 粒が ぎ つ し りとつ まつ て濃染

す る.(1,000倍)

No. 5　 高 松某,慢 性 甲状腺 炎RNA.胞 体 内P顆 粒 は呈 色度甚 だ衰 え非常 に淡 い微細 な顆粒で あ る.

(1,000倍)

No. 9　 正 常 白鼠DNA

No. 10　 メチ ジ ール投 与DNA.核 は 腫大 して い るが呈 色度 は甚だ弱い.(450倍)

No. 11　 桑 木某,バ セ ドウ氏病

腫大 した核 は クロマチ ン少 く非常 に淡 く呈 色せ られてい る.(450倍)
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No. 1　 ×1.000

No. 2　 ×1.000

No. 3　 ×1.000
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No. 4　 ×1.000

No. 5　 ×1.000

No. 9　 ×450
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No. 10　 ×450

No. 11　 ×450


